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「校庭芝生化地域連携事業」　実施報告書

区市町村名 区

学校名 立

１　事業目的 協議会名

２　主な取組と成果

３　取組内容

４　今後について

杉並区 新泉和泉小学校

〇年々、オケラの異常発生や夏の異常気象による高温のため夏芝の維持が厳しくなってきている。し
かしながら、地域（芝生サポーター）や保護者（ＰＴＡエコ委員会）の方々の協力により、被害を最小限に
防ぎ、芝生を維持している。今後は、保護者や地域の方々だけの見守りではなく、校庭使用団体（地域
のタグラグビー部や野球部、サッカー部）とも一緒に芝刈り、害虫除去等の作業を通して芝生を維持
し、さらに芝生への愛着をもたせていきたい。

杉 並

杉並和泉学園校庭芝生化推進協議会

本学園は、都内初の校庭芝生化に取り組んだ旧和泉小学校から継続しての校庭芝生化の小中一貫
教育校である。当時の半分の2,790㎡の広さとなったが、以下の目的のもと、芝生維持に努める。
一　現児童・生徒が芝生校庭を活用した授業、行事等でのかかわりを通して、心身の育成に役立てる
こと。
一　芝生の手入れ等を通して、学園、保護者、卒業生、地域の方々とのかかわりや絆を深めていくこ
と。
一　卒業生、その保護者、地域の方に守られてきた芝生を、これからも維持していくこと。

・子ども自身が芝生を種から育てる活動を、５年生の総合的な学習の時間に設定し、学園の芝生プロ
ジェクトの学びとして位置付けられた。
・夏芝、冬芝の種蒔き後の芝生の使えない養生期間を味わうことで、児童・生徒にとって芝生も生きて
いることや芝生の上で過ごせる快適感等を味わうことで、芝生への愛着心を育てることができている。
・新入学児童とその保護者を対象とした、「親子芝生体験」を４月に実施できた。小学校生活を通して芝
生を大切にしていこうという意識を、児童及び保護者と確認することができた。
・地域最大のお祭りである「みんなの夏祭り」を４年ぶりに芝生校庭で開催した。３千名を超える来場者
が、芝生の校庭で盆踊りやイベントを楽しむことができた。近隣の幼稚園、保育園も運動会等の行事や
幼保小交流行事で活用し、芝生を親しむ機会を得ることができた。

令和 ５年度

活動１
⑴活動名　「みんなの夏祭り」
⑵実施日　令和5年８月５日（土）
⑶対象者　地域住民,本校児童・生徒・保護者
⑷人　数　総計3,500名来場
⑸内　容　盆踊り、地域クラブ活動発表、出店、打ち上げ花火

活動２
⑴活動名　「月例保護者芝刈り」
⑵実施日　6月3日（土）から9月30日（土）まで全16回（各回１時間）
⑶対象者　保護者・地域ボランティア（芝サポーター）
⑷人　数　40名/回、総計640名
⑸内　容　芝刈り、害虫（オケラ）駆除

　　写真１「みんなの夏祭り」　　　　　　　　　　　　　　　　写真２「月例保護者芝刈り」


